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今月のみどころ
・米長邦雄氏ご逝去
・峡南北部 2病院統合協議会
・確定申告が始まります

【くらしのカレンダー】
・町営住宅入居者募集
・文化祭作品集「富士川」配布

ひと・まち・暮らしを守るため
（１月６日　富士川町消防団　出初式）



　
米
長
邦
雄
氏
は
昭
和
18
年
に
青
柳

町
で
生
ま
れ
、増
穂
小
学
校
卒
業
後
、

13
歳
で
佐
瀬
勇
次
名
誉
九
段
に
内
弟

子
入
門
、
厳
し
い
修
行
を
積
み
、
昭

和
48
年
度
の
棋
聖
戦
で
初
タ
イ
ト
ル

を
獲
得
し
て
以
来
、
合
計
19
期
の
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
名
人
位
は
、
将
棋
界
で
最
も

歴
史
が
古
い
タ
イ
ト
ル
で
、
17
年
越

し
7
度
目
の
挑
戦
で
悲
願
を
成
就
さ

せ
、
名
実
と
も
に
日
本
一
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
将
棋
の
普
及
と
発
展
に
大

き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
全
町
民

に
希
望
と
勇
気
を
与
え
、
町
の
発
展

に
繋
が
っ
た
と
し
、
平
成
5
年
、
旧

増
穂
町
名
誉
町
民
と
な
り
、
合
併

と
同
時
に
富
士
川
町
名
誉
町
民
と

な
り
ま
し
た
。
同
年
に
は
県
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
大
賞
に
も
選
出
さ
れ
た
ほ

か
、
平
成
15
年
に
は
紫
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
に
現
役
を
引
退
、
平
成

17
年
に
は
日
本
将
棋
連
盟
会
長
に
就

任
し
、
将
棋
界
の
発
展
に
力
を
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
発
言
で
、
若
者

か
ら
も
支
持
を
集
め
た
ほ
か
、
日
本

将
棋
連
盟
会
長
再
任
の
際
は
ダ
ブ
ル

ピ
ー
ス
で
撮
影
に
応
じ
る
な
ど
話
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
米
長
氏
が
残
さ
れ
た
功
績
は
計
り

知
れ
ず
、
そ
の
飾
ら
な
い
人
柄
に
潜

む
熱
い
思
い
は
、
い
つ
ま
で
も
富
士

富
士
川
町
名
誉
町
民

米
長
邦
雄
氏
ご
逝
去

　

富
士
川
町
名
誉
町
民
で
あ
る
米
長
邦
雄
氏

が
平
成
24
年
12
月
18
日
、
前
立
腺
が
ん
の
た

め
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
69
歳
で
し
た
。

告
別
式
は
都
内
の
円
融
寺
示
真
殿
で
12
月
24

日
に
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

米
長
邦
雄
氏
略
歴

昭
和
18
年
6
月

 
 

富
士
川
町
（
旧
増
穂
町
）
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柳
町
に
生
ま
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る
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昭
和
31
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故
佐
瀬
勇
次
9
段
に
入
門
、

奨
励
会
に
6
級
で
入
会

昭
和
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4
段
プ
ロ
棋
士
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和
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棋
聖
戦
で
初
タ
イ
ト
ル
獲

得

昭
和
59
年 

 

棋
聖
、
十
段
、
王
将
、
棋

王
の
4
冠
を
達
成

昭
和
60
年 

 

棋
聖
戦
で
棋
聖
通
算
5
期

と
な
り
、
永
世
棋
聖
の
称

号
を
得
る

平
成
5
年 

 

名
人
位
獲
得
（
49
歳
11
か

月
で
最
年
長
記
録
）

 

名
誉
町
民
と
な
る

平
成
15
年 

現
役
引
退

 

紫
綬
褒
章
受
章

平
成
17
年 

 

日
本
将
棋
連
盟
会
長
に
就

任

生
涯
成
績
は
通
産
1
1
0
3
勝
8
0
0

敗
で
歴
代
7
位
、
タ
イ
ト
ル
戦
登
場
48

回
、
獲
得
は
歴
代
5
位
の
通
算
19
期
。

川
町
民
に
語
り
継
が
れ
、
町
の
さ
ら

な
る
発
展
へ
の
礎
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

幼
少
時
代
か
ら
厳
し
い
将
棋

の
修
行
を
積
み
、「
さ
わ
や
か
流
」

と
呼
ば
れ
た
棋
風
を
貫
か
れ
、
日

本
将
棋
連
盟
の
会
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
将
棋
の
普
及
と
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
将
棋

界
に
と
っ
て
も
、
本
町
に
と
っ
て

も
大
変
大
き
な
存
在
を
失
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

敬
愛
す
る
米
長
氏
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

富
士
川
町
長　

志
村　

学

米長邦雄氏ホームページ
米長邦雄の家「まじめな私」12 月 2日より
　「人生は必ずいつか終わるもの。どのよう
な形で投了するのか、あるいは投了させられ
るのか。最近はそんなことを考えるのが多い
のもまた事実です。痛みもなく苦しみもなく、
寿命を全うできれば、これが一番幸せではな
いかと思い至るようになりました。悟りを開
いた高僧になった訳ではありませんが、「人
生すべて感謝である」これが今の心境です。
私はガンを患っていますが、これもことの成
りゆきで、人生はなるようにしかならないの
だと達観しております。
　しかし、人生の達人にお会いして、それで
はまだだめだと教えられました。この世には
無駄なことは何もなく、ガンになったことす
ら感謝すべきであると諭され、はっと気づか
されました。」－後略

米長邦雄氏ツイッター 12 月 1日更新より
今日から師走。「しあわせっす」で締めくく
りたいものです。
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●
統
合
病
院
の
経
営
形
態
に
つ
い
て

　

前
回
の
協
議
会
に
お
い
て
、
経

営
形
態
の
4
類
型
案
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
協
議
会
で
は
、
各
類
型
の

概
要
と
特
性
が
示
さ
れ
、
全
国
の
自

治
体
病
院
の
う
ち
8
2
2
病
院
の
経

営
形
態
の
見
直
し
の
状
況
、
ま
た
、

先
行
事
例
調
査
状
況
の
報
告
が
さ

れ
、
市
町
村
立
病
院
か
ら
地
方
独
立

行
政
法
人
へ
移
行
し
た
事
例
で
は
、

法
人
へ
の
移
行
準
備
期
間
が
平
均

2
・
1
年
を
要
す
る
こ
と
が
調
査
状

況
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
院
準
備
を
行
う
一
部
事

務
組
合
設
立
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
規
約
案
が
提
案
さ
れ
、
平
成
25

年
4
月
1
日
に
一
部
事
務
組
合
を
設

立
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
経
営
形
態
、
一
部
事
務
組

合
の
規
約
案
に
つ
い
て
は
、
次
回
の

協
議
会
で
意
見
集
約
を
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

●
統
合
病
院
の
名
称
に
つ
い
て

　

統
合
病
院
の
名
称
は
、
団
体
名

を【
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
】と
し
て
、

二
病
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
名
を

【
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
富
士
川
病
院
】

と
【
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
市
川
三
郷

病
院
】と
す
る
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
名
称
は
、
峡
南
地
域
全
体
の

医
療
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備

え
た
も
の
と
す
る
こ
と
を
内
外
に
示

す
名
称
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
所
在

地
域
を
端
的
に
示
す
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
が
親
し
み
を
持
て
る
よ
う

な
馴
染
み
深
い
名
称
と
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
次
回

の
協
議
会
で
意
見
集
約
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

● 
統
合
病
院
の
情
報
シ
ス

テ
ム
整
備
に
つ
い
て

　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
医
事
会

計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
、
平
成
25
年
度

か
ら
本
格
的
に
整
備
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
事
業
費
は
2
億
2
千
万
円

を
予
定
し
て
お
り
、
地
域
医
療
再
生

臨
時
特
例
交
付
金
が
充
当
さ
れ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

● 

人
事
管
理・管
理
運
営・

財
務
会
計
に
関
す
る
計

画
の
方
針
に
つ
い
て

　

基
本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

統
合
に
よ
り
新
た
に
開
設
さ
れ
る
組

織
実
現
の
た
め
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
定
め
る
た
め
に
、
人
事
管
理
計

画
、
管
理
運
営
計
画
、
財
務
会
計
計

画
の
実
務
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
人
事
管
理
計
画
で
は
、
人
事
管
理

の
枠
組
み
に
一
貫
性
を
持
た
せ
る
た

め
に
、
役
職
員
の
処
遇
や
就
業
条
件

を
定
め
る
こ
と
。

　
管
理
運
営
計
画
で
は
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
仕
組
み
に

つ
い
て
「
診
療
分
野
」
と
「
管
理
分

野
」
に
大
別
し
て
「
目
標
」
や
そ
の

実
現
に
必
要
な
「
具
体
的
な
取
り
組

み
」
を
定
め
る
こ
と
。

　
財
務
会
計
計
画
で
は
、
損
益
計
算

書
、
貸
借
対
照
表
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
計
算
書
を
分
析
し
、
新
組
織
と

し
て
目
指
す
財
務
指
標
や
必
要
と
な

る
投
資
・
資
金
繰
り
な
ど
の
会
計
処

理
の
方
針
を
定
め
る
こ
と
。

　
以
上
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
回
協
議
会
は
、
1
月
31
日

（
木
）
午
後
7
時
か
ら
市
川
三
郷
町

役
場
1
階
大
会
議
室
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
す
。

　
会
議
は
原
則
公
開
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
傍
聴
を
ご
希
望
の
方
は

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
協
議
会
の
結
果
や
、開
催
案
内
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
病
院
設
置
検
討

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
☎
22
│
7
2
1
6

第
二
回
協
議
会
議
事
項
目

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

第
二
回
峡
南
北
部
二
病
院
統
合
協
議
会
開
催

　

12
月
25
日
、
社
会
保
険
鰍
沢
病
院
お
よ
び
市
川
三
郷

町
立
病
院
の
経
営
統
合
に
向
け
た
第
二
回
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
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　平成25年1月1日現在、町内に住所を有する
方は、前年中（平成24年1月1日から12月31
日まで）の所得の申告が必要です。
　所得税の申告義務がない方でも、町県民税・国
民健康保険税（以下「住民税等」）の申告をする
必要があります。この申告は、住民税等の算定や
扶養家族の確認、また各種証明書交付の基礎資料
となりますので、収入の有無に関わらず申告書を
提出してください。
◆問い合わせ先　税務課　☎22－7205

町県民税・国民健康保険税（住民税等）の申告

　
送
付
し
た
申
告
書
に
必
要
事
項
を

記
入
、
捺
印
、
ま
た
必
要
書
類
を

添
付
し
て
本
庁
舎
1
階
税
務
課
、
ま

た
は
分
庁
舎
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
事
前
集
中
受
付
】（
提
出
の
み
）

2
月
4
日
（
月
）
〜
2
月
8
日
（
金
）

【
相
談
受
付
】

2
月
18
日
（
月
）
〜
3
月
15
日
（
金
）

　
「
申
告
書
の
集
中
受
付
期
間
」
を

設
け
ま
す
の
で
、
提
出
の
み
の
方
は

で
き
る
限
り
こ
の
期
間
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
2
月
18
日
か
ら
の
相

談
受
付
期
間
に
入
り
ま
す
と
確
定
申

告
期
間
と
重
な
り
、
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▲送付した申告書（水色文字）

住民税等の申告が必要な方
　平成25年1月1日現在、町内に住ん
でいる方で、
▶ 町から「町県民税・国民健康保険税申
告書」が配付された方
▶国民健康保険に加入されている方
　（収入の有無に関わらず）
▶ 扶養されている方や病気、失業、学生
などで所得がなかった方
※ 平成24年度町県民税が特別徴収（給
与・年金から天引き）されている方は、
申告書の配付はありません。また、申
告が必要な方で町県民税・国民健康保
険税の申告書が届いていない方や、必
要書類などでご不明な場合は税務課ま
でお問い合わせください。

町県民税・国民健康保険税申告書の集中受付期間
対象地区 受　　付　　日 受　付　時　間 申　　告　　会　　場

全　地　区 2 月 4日㈪～ 2月 8日㈮ 午前8時 30分～午前 11時
午後 1時～午後 4時

【本庁舎】1階税務課
【分庁舎】2階鰍沢サービスセンター

確
定
申
告
は

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

◆
平
成
24
年
分
の
申
告
の
税
務
署
窓
口
で
の

相
談
、
申
告
書
の
提
出
お
よ
び
納
税
期
間

●
所
得
税
の
還
付
申
告

　
1
月
4
日
か
ら

●
所
得
税

　
（
申
告
納
税
額
の
あ
る
も
の
）

　
2
月
18
日
（
月
）
〜
3
月
15
日
（
金
）

●
贈
与
税

　
2
月
1
日
（
金
）
〜
3
月
15
日
（
金
）

●
個
人
消
費
税

　
1
月
4
日
（
金
）
〜
4
月
1
日
（
月
）

◆
納
税
に
は
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
平
成
24
年
分
確
定
申
告
分
の
振
替
納
付
日

は
、
申
告
所
得
税
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
4

月
22
日
（
月
）、
消
費
税
等
に
つ
い
て
は
平

成
25
年
4
月
24
日
（
水
）
と
な
り
ま
す
。

◆
鰍
沢
税
務
署　
☎
22
│
3
1
9
1

【税理士による無料申告相談会】

◆年金受給者等に対する指導相談
　2月  1日㈮ 午前10時～12時、
 午後1時～4時
　市川三郷町役場1階

◆無料申告相談会
　2月20日㈬ 午前10時～12時、
 午後1時～4時
　市川三郷町民会館2階講堂

住
民
税
等
の
申
告
は

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

所
得
税

2月18日㈪～3月15日㈮
が始まります
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所
得
税
の
申
告
に
必
要
な
も
の

●
確
定
申
告
書

●
印
鑑

● 

給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
（
原
本
）

● 

譲
渡
所
得
の
あ
る
方
は
売
買
契

約
書
、登
記
事
項
証
明
書
等（
国

や
地
方
公
共
団
体
等
の
収
用
事

業
に
該
当
す
る
場
合
は
、
売

買
契
約
書
お
よ
び
買
取
証
明
書

等
）

● 

営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
の

あ
る
方
は
「
平
成
24
年
分
収
支

明
細
書
（
一
般
用
）（
農
業
所

得
用
）（
不
動
産
所
得
用
）
を

事
前
に
作
成
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

● 

医
療
費
控
除
を
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
領
収
書
を
個
人
ご
と
、

病
院
・
薬
局
ご
と
に
ま
と
め
て

計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

● 

地
震
保
険
料
、
生
命
保
険
料
控

除
証
明
書
（
原
本
）

● 

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

（
原
本
）、
社
会
保
険
料
等
の
金

額
を
証
す
る
書
類

● 
自
治
体
や
公
益
法
人
な
ど
に
寄

付
を
し
た
方
は
、
そ
の
領
収
書

● 
郵
送
等
で
提
出
す
る
場
合
で
本

人
ま
た
は
扶
養
親
族
に
障
害
の

方
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
手
帳

の
写
し

　公的年金等の収入金額が400万円以下
であり、かつ公的年金等に係る雑所得以外
の所得金額が20万円以下である場合には、
確定申告書の提出は不要です。（住民税等
の申告は、従来どおり必要です）
　なお、この場合でも所得税の還付を受け
る方は還付申告書の提出が必要です。

所得税の申告（確定申告）が必要な方
　平成25年1月1日現在、町内に住んでいる
方で、
▶ 税務署から「確定申告書」が送付された方
▶ 平成24年中に土地・建物の譲渡や交換をさ
れた方（土地収用事業を含む）

【給与所得の場合】
▶ 平成24年中の給与の収入金額が2,000万円
を超える方
▶ 給与所得や退職所得以外の所得の合計が20
万円を超える方
▶勤務先等で年末調整をされなかった方

【事業所得、不動産所得者などの場合】
▶ 1年間の合計所得金額が所得控除額の合計
を超える場合

【その他、確定申告により所得税が還付となる
場合】
▶マイホームをローン等で取得した方
　（初年の申告は税務署で行ってください）
▶10万円を超す医療費を支払った方
▶災害などで損害を受けた場合
▶年の途中で退職し、再就職をしていない場合
▶生命保険の満期保険金等を受け取った場合

【確定申告書の申告相談および提出日】
■本庁舎（南別館）
対 象 地 区 受　　　付　　　日 受 付 時 間
最 勝 寺 2月22日㈮ 午後 3月 5日㈫ 終日

【午前】
午前 9時～

午前11時

【午後】
午後 1時～

午後 4時

【終日】
午前 9時～

午前11時
午後 1時～

午後 4時

天 神 中 条 2月27日㈬ 終日 3月11日㈪ 午前
大 久 保

2月18日㈪ 終日 3月 6日㈬ 午後
平 林
𣇃 米

2月20日㈬ 午後 2月28日㈭ 終日
小 室
小 林 2月21日㈭ 終日 3月 7日㈭ 午後
長 澤 2月26日㈫ 終日 3月11日㈪ 午後
大 椚

2月19日㈫ 終日 3月 1日㈮ 午後
高 下
青柳町1・2丁目 2月25日㈪ 終日 3月 7日㈭ 午前
青柳町3～5丁目 3月 4日㈪ 終日 3月 8日㈮ 午後

全 地 区 3月12日㈫・13日㈬・14日㈭・15
日㈮

◆ 地区別に受付日を設けましたので、できる限
り地区受付日に相談・提出してください。
◆ 申告内容が複雑な場合は、鰍沢税務署での申
告をお願いする場合があります。
◆ 所得税の還付申告は1月4日から税務署に
て受付が始まっています。（町での受付は2
月18日から）
※ 申告期間中は窓口が大変混雑しますので、必
要書類が不明な場合はあらかじめ税務課まで
お問い合わせのうえ、事前にご用意してから
ご来庁ください。

■分庁舎（北別館）【受付】午前 9時～午前11時
対 象 地 区 日　　付

鰍沢北・鰍沢中・中部 2月20日　㈬
鰍沢南・五開 2月22日　㈮

鰍沢北・鰍沢南・五開 3月 1日　㈮
鰍沢北・鰍沢中・中部 3月 6日　㈬
鰍沢中・鰍沢南 3月 8日　㈮

年金所得者は、確定申告書の提出が不要です

所得税の申告（確定申告）
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（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
分
団
・
敬
称
略
）

◇
山
梨
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
甲
種
功
労
章

　
分
団
長 

川
口
信
二（
7
）

　
乙
種
功
労
章

　
分
団
長 

杉
田　
進（
1
）

　
分
団
長 

小
澤
裕
一（
2
）

　
分
団
長 

丸
山
英
貴（
3
）

　
分
団
長 

石
井　
潤（
4
）

　
副
分
団
長 

深
沢
郁
夫（
5
）

　
分
団
長 

深
沢
浩
士（
6
）

　
副
分
団
長 

河
澄　
弘（
6
）

　
副
分
団
長 

大
森
裕
之（
7
）

　
部　
長 

齊
藤
栄
治（
8
）

◇ 

峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
定

例
表
彰

　
分
団
長 

深
沢
浩
士（
6
）

　
分
団
長 

川
口
信
二（
7
）

　
分
団
長 

樋
口
俊
也（
9
）

◇ 

峡
南
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
消

防
長
表
彰

　
分
団
長 

川
口
信
二（
7
）

　
分
団
長 

樋
口
俊
也（
9
）

◇ 

山
梨
県
消
防
協
会
峡
南
支
部
定
例

表
彰

　
分
団
長 

杉
田　
進（
1
）

　
副
分
団
長 

河
西
裕
樹（
1
）

　
分
団
長 

小
澤
裕
一（
2
）

　
分
団
長 

丸
山
英
貴（
3
）

　
部　
長 

一
之
瀬
英
志（
4
）

　
副
分
団
長 

深
沢
郁
夫（
5
）

　
副
分
団
長 

河
澄　
弘（
6
）

　
副
分
団
長 

大
森
裕
之（
7
）

　
団　
員 

野
中
昭
彦（
8
）

◇
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
）

　
川
口
幸
人（
9
）　
堀
口　
勇（
9
）

◇
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
）

　
深
沢
浩
一（
5
）　
高
橋
幸
宏（
7
）

　
渡
邊
広
司（
7
）　
望
月
慎
太
郎（
9
）

　
樋
口
昌
彦（
9
）

◇
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
）

　
長
澤　
健（
本
団
）

　
中
込
智
博（
5
）　
深
澤
俊
也（
6
）

　
遠
藤　
昭（
7
）　
丸
山
正
紀（
7
）

　
伊
藤
正
史（
8
）　
依
田
文
哉（
8
）

　
保
坂　
隆（
8
）

◇
町
長
表
彰
（
勤
続
10
年
）

　
大
熊
清
裕（
1
）　
野
中
洋
一（
3
）

　
甘
利
正
樹（
3
）　
塩
澤
輝
幸（
3
）

　
大
森
甲
子（
4
）　
山
本
和
矢（
4
）

　
井
上
大
輔（
6
）　
井
上　
仁（
6
）

　
高
橋
与
樹（
7
）　
芦
澤
恵
太（
7
）

　
芦
澤
稔
也（
7
）　
佐
藤
幸
弘（
7
）

　
高
野
真
一（
7
）　
丸
山
猛
士（
8
）

　
保
坂　
学（
8
）

◇
団
長
表
彰
（
勤
続
5
年
）

　
横
内
太
加
志（
1
）　
神
田
和
久（
1
）

　
秋
山
達
哉（
3
）　
樋
口　
健（
4
）

　
工
藤
一
弘（
5
）　
手
塚
康
太（
5
）

　
山
上
厚
史（
6
）　
樋
口
修
也（
6
）

　
中
込
正
行（
7
）　
石
川
智
康（
7
）

　
依
田
克
彦（
8
）

◇
ラ
ッ
パ
隊
表
彰

　
堀
内
敬
士（
5
）

◇ 

鰍
沢
警
察
署
長
及
び
防
犯
協
会
支

部
長
感
謝
状

　
分
団
長 

杉
田　
進（
1
）

　
分
団
長 

小
澤
裕
一（
2
）

　
分
団
長 

丸
山
英
貴（
3
）

　
分
団
長 

石
井　
潤（
4
）

　
分
団
長 

深
沢
浩
士（
6
）

　
分
団
長 

川
口
信
二（
7
）

　
分
団
長 

望
月
欣
也（
8
）

　
分
団
長 

樋
口
俊
也（
9
）

◇ 

鰍
沢
警
察
署
長
及
び
防
犯
協
会
支

部
長
感
謝
状
（
団
体
）

　
第
1
分
団

無火災・無災害を

祈　願 富士川町消防団出初式
　新春の恒例行事である富士川町消防団出初式が1月6日、利根川スポーツ広場において団員280名が参加し
盛大に開催されました。式では団員が一糸乱れぬ分列行進にて入場したあと、団長訓示、町長告示、観閲が行
われ、続いて、長年消防団活動に従事した団員に対し、表彰状や感謝状が贈られました。また、7分団による
規律と節度のとれたポンプ車操法を披露したあと、一斉放水が行われました。

感
謝
状
・
表
彰
授
与
者

▲表彰状・感謝状贈呈
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［12月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

町内河川・井戸水質調査事業委託 町 内 850,000 ㈱ メ イ キ ョ ー

町道青柳 1号線道路改良に伴う揚水施設機能補償工事 青 柳 町 11,500,000 ㈱萩原ボーリング

町営旭町団地住宅解体工事 鰍 沢 1,190,000 ㈱ダスラップサービス

平林地区へリポート舗装工事 平 林 9,700,000 高 野 工 業 ㈱

町道金手小林 2号線舗装工事 長 沢 13,200,000 ㈱ 中 村 建 設

町内路線舗装工事 町 内 7,100,000 日 東 建 設 ㈱

町道長沢 8号線舗装打換工事 長 沢 2,350,000 高 野 工 業 ㈱

町道八丁山線路側災害復旧工事 𣇃 米 8,880,000 源 工 業 ㈱

町道青柳長沢線道路改良工事 長 沢 20,200,000 ㈱ 天 満 組

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

自
分
の
町
は

自
分
で
守
る

消防団員募集
対象者：「町内在住、在勤、在学」をしている方で、年齢18歳以上の健康な方！

消防団は、本業を持ちながら
「自分の町は自分たちで守る」
という精神に基づき
地域の安心と安全を守るために
活躍しています。
あなたも消防団に入って
地域で活躍してみませんか。

◆問い合わせ先　総務課安全安心推進室　☎22－7201
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「地域まちづくり住民プラン」がまとまりました！
●住民の立場で「まちづくり」について話し合いました
　町では、平成24年1月より都市計画マスタープランの検討に着手し、平成25年度末の策定を目指して計画
立案作業を進めています。
　都市計画マスタープランの立案にあたっては、計画に住民の皆さまの意見や提案を反映するため、住民の立場
でまちづくりについて話し合う検討組織として「まちづくり住民会議」を設けました。
　まちづくり住民会議は一般公募、地区推薦など、30名の参加者で構成されています。平成24年6月12日に
第1回まちづくり住民会議を開催し、平成24年11月8日までに計4回の会議を重ねてきました。まちづくり
住民会議では、都市・田園地域、平林・穂積地域、五開・中部地域の3グループにわかれ、ワークショップとい
う手法を用いて話し合いを進め、まちづくりに向けた住民の提案書である「地域まちづくり住民プラン」をまと
めました。
　なお、まちづくり住民会議の開催概要は「まちづくり住民会議ニュース」として町のホームページで公開して
おります。

●「地域まちづくり住民プラン」を町長に提出
　まちづくり住民会議では、4回の会議を経て、メンバーから地域のまちづくりに関するたくさんの意見や提案
が出されました。町の将来イメージについて参加者が率直な意見を述べ、全体像を共有したうえで、土地の使い
方、道路・交通といった8つのカテゴリーに分け、体系的に整理しました。また、併行して提案内容を地図にし
た「特性・提案図」を作成し、「地域まちづくり住民プラン」としてとりまとめました。
　平成24年12月12日、まちづくり住民会議の集大成である「地域まちづくり住民プラン」を町長へ提出しま
した。当日は、都市・田園地域、平林・穂積地域、五開・中部地域の各代表者が提案内容を説明した後、趣意文
を読み上げ、町長に提案書を手渡しました。
　提案書提出に続いて、町長、関係課の課長、住民会議メンバーで意見交換を行いました。
　今後、町では提出された「地域まちづくり住民プラン」を基調に、都市計画マスタープランの計画立案作業を
進めていきます。

お問合せ先　建設課都市計画担当　☎22－7203

平林・穂積地域

都市・田園地域

五開・中部地域

※「地域まちづくり住民プラン」の詳しい内容は町のホームページで公開しております。

○町の将来をイメージする7つの視点

富士川町都市計画マスタープラン～まちづくり住民会議

地域まちづくり住民プランの概要

実現へ向けて
　 中山間地域の特徴を活かした人口増加の仕組みを創る
／小さな家と小さな農と大きなコミュニティで地元が
受け入れる／交流を介し、地域で食べて・暮らし続け
る元気なまちを創る
3つの提案
　・農山村移住システムづくり
　・定住・地域に暮らし続ける協働体制の役割分担
　・移住・定住の段階プログラム

アクションプラン
　・「R52」国道 52号都市田園地域
　・ 「K」①暮らし輝く人に優しいまちづくり②
子育て支援をテーマとしたまちづくり③古民
家の再生・空き店舗の利用

　・ 「S」④桜回廊、桜ウォーキングロードの整
備⑤商店街の活性化⑥生活道路化（R52 号）
など

実現へ向けて
　 田舎や自然を遊び、楽しむ資源を見出し・活かすこと
が、地域の魅力・ポテンシャルを高めることにつなが
り、人が集まる！／地域力をつける！　できること、
やることはまだたくさんある！
3つの提案
　・「奥」の概念を上手に磨きあげ、PRする
　・今ある地域資源を発掘・再生・活用する
　・ 個々の活動ではなくネットワークで大きな成果をあ
げる

3 つの地域
ごとに提案
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秋山　莉子ちゃん
6歳

（青柳町）

　いろいろな模様
の折り紙を使って
かたつむりの公園
を作りました。

◇富士川町をどう思いますか？
　自然が豊かでとても住みやすい町だと思います。

◇富士川町に期待することは？
　子どもからお年寄りまで安心して暮らせ、活気あふ
れる元気な町であってほしいです。

◇ご趣味、好きなスポーツは？
　中学・高校と弓道部に所属していました。
　最近は色々と忙しく弓道をする機会がなかったので、
時間があればまたやりたいと思っています。

◇将来の目標は？
　現在、看護の専門学校に通い、看護学生として日々
努力を重ねています。
　将来は看護師になって、患者さんの役に立てるよう
になりたいです。

千頭和遼馬さん
［20歳・𣇃米］

　新年あけましておめでとうございます。新成人を代表して
誓いの言葉を申し上げます。
　本日は、私たち新成人のために、このような盛大な成人式
を開催していただき、誠にありがとうございます。また、お
忙しい中、志村町長様をはじめ、ご来賓の皆様からのご祝辞、
励ましのお言葉をいただきましたことを新成人を代表して感
謝申し上げます。私たちは、成人式という大きな人生の節目
を迎えるにあたり、これから変りゆく社会の中でどのような
夢、希望、目標をもって生きていくべきかを考える良い機会
だと思い、身が引き締まるのを感じます。
　昨年は私たちの大先輩でもある富士川町出身の佐野夢加さ
んがロンドンオリンピックに出場し、私たちは、努力すれば
夢は叶うということを教えていただきました。
　現在、地球上には、紛争や貧困、地球規模の環境破壊など
まだまだ多くの解決しなければならない課題がありますが、
世界中の人々が協力して、幸福で笑顔で暮らせる社会を目指
さなければなりません。
　国内では、青少年を含む凶悪な犯罪や偽装問題があとを絶
ちません。人とは思えない身勝手で無責任な行動に驚くばか
りです。
　こうした混迷した社会だからこそ、人のせいにしたり、周
囲に流されたりせず、自分で正しく判断し、行動できる力や
人々と協力して課題を解決できる真のコミュニケーション能
力が大切だと思います。
　二十歳になると、飲酒や喫煙が法的に認められ、選挙権を
得て政治に参加することができる一方、全ての言動に対する
責任が大きくなります。成人になるということは、ただ全て
のことが自由にできるということではなく、社会の一員とし
て節度ある行動を心がける必要があるということだと思いま
す。
　今日、私たちがこうして集い、成人式を迎えられるのは、
私たちを支えてくださった両親や家族、導いてくださった先
生方、また温かく見守ってくださった地域の方々、そして、
ともに歩んだ仲間たちのおかげです。
　この感謝の気持ちと、ふるさと富士川町で育ったという誇
り、そして成人としての決意を忘れず、これからの人生を力
強く歩んでいくことを約束し、誓いの言葉とさせていただき
ます。

新成人代表による「誓いの言葉」
樋口亜加音さん　　㓛刀　優也さん
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【グラウンドゴルフ】
富士川町グラウンドゴルフ選手権大会
（7月15日（日）　富士川町親水公園）

　　優　　勝　　　望月　守男（最勝寺）
　　準 優 勝　　　内田　房則（長沢）
　　第 ３ 位　　　秋山　長夫（長沢）

【
短　

歌
】

八
重
咲
き
の
白
き
サ
ザ
ン
カ
咲
く
道
を
友
と
歩
め
り
朝
の
日
課
の

 

戸
田
き
よ
子

水
引
草
こ
と
し
も
色
よ
く
咲
き
い
で
ぬ
小
屋
の
辺
り
の
日
だ
ま
り
の
中

 

伴
野
つ
た
ゑ

誕
生
日
迎
へ
し
わ
れ
に
娘
の
言
ふ
を
沁
み
て
聞
き
を
り
マ
メ
に
暮
ら
さ
な

 

遠
藤　

千
鶴

【
俳　

句
】

ち
ぐ
は
ぐ
な
夫
と
の
会
話
秋
深
む 

深
沢
き
の
江

膝
く
づ
す
身
内
ば
か
り
の
暖
炉
か
な 

入
倉
ち
か
を

青
芽
も
ゆ
列
整
然
と

畦 

斉
藤　

富
雄

【
川　

柳
】

良
縁
を
願
い
五
円
で
鈴
を
振
り 

河
住
ふ
さ
子

巣
立
つ
子
の
進
路
へ
で
か
い
絵
馬
を
掛
け 

井
上
信
太
郎

突
き

る
挫
折
に
錆
び
た
過
去
が
あ
り 

望
月
美
代
子

【柔道】
第10回山梨県少年柔道選手権大会
（11月25日（日）　小瀬武道館）

小学生男子1年軽量級の部
　　第 ３ 位　　大沢　　司
　　　　　　　　（鰍沢小学校）
中学生女子1年重量級の部
　　優　　勝　　山上　春奈
　　　　　　　　（増穂中学校）
中学生女子3年重量級の部
　　第 ３ 位　　大沢　　華
　　　　　　　　（鰍沢中学校）

『シェイクスピア愛の言葉』
『チョコおやつ』　『とっておきのスイーツ』
『花便りの便利帳』　『編み込みこもの』
『いちばん長い夜に』乃南アサ著
『キミトピア』舞城王太郎著
『ちょうちんそで』江國香織著
『冬芽の人』大沢在昌著
『源氏物語を知っていますか』阿刀田高著
『黄金の庭』高橋陽子著　第 36回すばる文学賞

平成26年　成人式
（日　時） 平成26年1月4日（土）
（場　所） 富士川町ますほ文化ホール
（対象者）  平成5年4月2日～平成6年4月1日

生まれの方
※ 時間や内容等の詳細につきましては、決定次第
お知らせします。

（と　き）　2月 9日（土）
　　　　　11時～ 11時半
（ところ）　町民会館 1階和室
（内　容）　わらべうたや手遊び、紙芝居など

おはなし会

新刊案内

初
め
て
の
人

大
歓
迎
!!
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人
に
は
誇
り
を
持
っ
て
生
き
る
権
利

「
人
権
」
が
あ
り
ま
す
。
次
の
話
を
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
お
ば
あ
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
」

（
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
編
「
ピ
ー
ス
パ
ッ
ク
」
所
収
）

　
あ
る
と
こ
ろ
に
、
身
体
の
弱
い
お
ば

あ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
旦
那
さ
ん
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
お
ば
あ
さ

ん
は
子
ど
も
夫
婦
と
孫
娘
と
一
緒
に
暮

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
ば
あ
さ
ん
の
目
は
日
に
日
に
悪
く

な
り
、
耳
も
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
手
が
震
え
て
夕
食
の
時

に
豆
が
ス
プ
ー
ン
か
ら
転
が
り
落
ち
た

り
、
ス
ー
プ
が
お
皿
か
ら
こ
ぼ
れ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
夫
婦
は
お
ば
あ
さ
ん
が
食
卓

の
上
に
食
事
を
こ
ぼ
す
の
を
と
て
も

嫌
が
り
ま
し
た
。
あ
る
日
お
ば
あ
さ
ん

が
ミ
ル
ク
の
コ
ッ
プ
を
倒
し
て
し
ま
う

と
、
も
う
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

す
。

　
子
ど
も
夫
婦
は
、
部
屋
の
隅
に
小
さ

な
テ
ー
ブ
ル
を
置
き
ま
し
た
。
そ
の
日

か
ら
、
お
ば
あ
さ
ん
は
そ
こ
で
食
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
人
ぼ
っ
ち
で
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
と
、

お
ば
あ
さ
ん
は
目
に
い
っ
ぱ
い
涙
を
た

め
て
、
部
屋
の
真
ん
中
に
い
る
家
族
を

眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
夫
婦
は
食
事
を
し
な
が
ら
、

と
き
ど
き
お
ば
あ
さ
ん
に
声
を
か
け
ま

し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
お
椀
や

フ
ォ
ー
ク
を
落
と
し
た
こ
と
へ
の
文
句

で
し
た
。

　
あ
る
日
、
夕
食
前
に
床
の
上
で
、
孫

娘
が
積
み
木
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
夫
婦
が
娘
に
何
を
作
っ
て
い
る

の
か
と
尋
ね
る
と
、
娘
は
「
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
の
た
め
の
小
さ
な
テ
ー
ブ

ル
を
作
っ
て
い
る
の
」
と
言
っ
て
ニ
ッ

コ
リ
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。「
私
が
大

き
く
な
っ
た
時
、
お
父
さ
ん
は
こ
の

テ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
部
屋
の
隅
で
ご
飯

を
食
べ
る
の
よ
」。

　
子
ど
も
夫
婦
は
し
ば
ら
く
の
間
、
娘

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
が
、
突
然
声
を

あ
げ
て
泣
き
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
夜
、
二
人
は
お
ば
あ
さ
ん
を
大

き
な
テ
ー
ブ
ル
に
呼
び
戻
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
お
ば
あ
さ
ん
は
家
族
と
一

緒
に
食
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
と
き

ど
き
お
ば
あ
さ
ん
が
物
を
こ
ぼ
し
て

も
、
子
ど
も
夫
婦
は
ち
っ
と
も
気
に
か

け
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
い
じ
め
」
は
卑
劣
な
人
権
侵
害
で

す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
と
向
き
合

い
、「
話
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
」、「
思

い
に
寄
り
添
い
・
認
め
る
」
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

　
歴
史
に
育
ま
れ
た
地
域
の
こ
と
ば

に
つ
い
て
、
お
も
し
ろ
く
楽
し
く
学

び
、
今
あ
る
暮
ら
し
の
な
か
の
「
幸

せ
」
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

■
2
月
17
日
（
日
）
午
後
2
時

自
由
席
・
無
料

（
整
理
券
制
〜
文
化
ホ
ー
ル
に
あ
り

ま
す
。）

　
日
大
芸
術
学
部
の
学
生
が
指
導
し

ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
！　
体
育
の

授
業
（
ダ
ン
ス
）
の
参
考
に
。
運
動

不
足
の
解
消
に
、
身
体
を
動
か
し
ま

せ
ん
か
。

●
A
「
大
人
の
た
め
の
舞
踊
講
座
」

（
40
〜
70
代
対
象
・
車
椅
子
の
方
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

2
月
9
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
B
「
ダ
ン
ス
で
遊
ぼ
う
！　
中
高

校
生
ダ
ン
ス
体
験
講
座
」

2
月
9
日
（
土
）
午
後
1
時
〜
4
時

●
C「
ダ
ン
ス
作
品
創
作
体
験
講
座
」

（
10
〜
60
代
対
象
）

2
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

4
時

●
D
「
ダ
ン
ス
で
遊
ぼ
う
！　
小
学

生
ダ
ン
ス
体
験
講
座
」

2
月
11
日
（
月
・
祝
）
午
前
9
時
〜

12
時

◆
会　
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

◆
定　
員　
各
講
座
20
名（
先
着
順
）

◆
持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
・
履

物
、
タ
オ
ル
（
汗
用
）、
飲
物

※
C
講
座
受
講
者
は
各
自
昼
食
持

参
。

◆
受
講
料　
無
料

◆
申
込
み　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
（
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、
希
望

講
座
明
記
の
上
）

「おばあさんの
テーブル」

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

甲州弁は優れている！

五ご
っ
緒ち
ょ
川が
わ
津つ
っ
平ぺ
え
太た

・

こ
と
ば
の
文
化
ふ
る
さ
と

再
発
見
セ
ミ
ナ
ー

「
キ
ャ
ン
・
ユ
ー
・
ス
ピ
ー

ク
甲
州
弁
？　
が
ん
ば
れ
！

み
ん
な
の
甲
州
弁
」

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
体
験
講
座
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ま
わ
り
の
温
度
が
急
激
に
変
化
す

る
こ
と
で
血
圧
や
心
拍
に
負
担
を
か

け
、
身
体
に
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
び
、
寒
い

時
期
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
暖
か
な
部

屋
か
ら
急
に
寒
い
所
に
出
る
と
、
身
震

い
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
一
例
で
す
。

そ
し
て
問
題
な
の
は
、
こ
れ
が
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
と
い
っ
た
、
急
激
に
死
の

危
険
に
陥
る
症
状
の
き
っ
か
け
に
も
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

高
齢
者
が
家
庭
内
で
亡
く
な
る
原

因
の
4
分
の
1
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が

き
っ
か
け
と
言
わ
れ
、
特
に
入
浴
中
に

死
亡
す
る
人
は
年
間
1
万
人
以
上
と
言

わ
れ
、
交
通
事
故
で
死
亡
す
る
人
の
数

よ
り
多
い
数
字
で
す
。

　
高
齢
者
は
血
管
が
も
ろ
く
な
っ
て
い

た
り
、
血
管
の
調
整
能
力
が
衰
え
て
い

た
り
す
る
た
め
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。
そ
の
他
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の

あ
る
人
、
肥
満
気
味
の
人
も
注
意
が
必

要
で
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
3
か
条

　
こ
こ
で
は
事
故
の
多
い
入
浴
に
関
す

る
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

①
浴
室
・
脱
衣
所
は
暖
か
く

　
暖
房
器
具
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
が
、シ
ャ
ワ
ー
で
給
湯
す
る
、

浴
槽
の
ふ
た
を
開
け
て
お
く
こ
と
も
効

果
的
で
す
。

②
入
浴
習
慣
を
見
直
そ
う

　
熱
い
お
風
呂
が
恋
し
い
で
す
が
、
お

湯
の
温
度
は
41
℃
以
下
に
し
ま
し
ょ

う
。か
け
湯
を
し
て
体
を
慣
ら
し
、ゆ
っ

く
り
浸
か
り
ま
し
ょ
う
。
浴
室
が
暖

ま
っ
て
い
な
い
1
番
風
呂
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
入
浴
前
後
の
水
分
補
給
で
血

液
を
さ
ら
さ
ら
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

③
入
浴
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
よ
う

　
血
圧
の
下
が
り
や
す
い
食
事
後
1
時

間
以
内
や
飲
酒
後
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

気
温
の
下
が
る
早
朝
・
深
夜
は
寒
暖
差

が
大
き
く
な
り
体
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
万
が
一
の
場
合
、
家
族
が
寝

静
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
発

見
が
遅
れ
て
大
事
に
至
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
可
能
な
限
り
暖
か
い
時
間
帯
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
点
に
注
意
し
、
寒
い
冬
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
！

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

　
皆
さ
ん
は
、
よ
く
噛
ん
で
食
事
を

し
て
い
ま
す
か
？

　
人
生
80
年
と
す
る
と
…
…
一
生
の

う
ち
に
は
、
な
ん
と
8
万
7
6
0
0

回
も
食
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
現
代
で
は
、
や
わ
ら
か
い
食
べ
物

を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
や
1
回
の

食
事
に
か
け
る
時
間
が
短
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
昔
に
比
べ
て
噛
む

回
数
が
減
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
普
段
あ
ま
り
意
識
し
て

い
な
い
「
噛
む
」
と
い
う
行
為
が
、

実
は
体
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な

働
き
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
給
食
の
時
間
に
低
学
年
を
中
心
に

栄
養
職
員
が
ク
ラ
ス
を
訪
問
し
た
と

き
の
こ
と
で
す
。

　
「
一
口
食
べ
る
の
に
だ
い
た
い
何

回
く
ら
い
噛
ん
で
食
べ
て
い
ま
す

か
？
」

　
そ
の
質
問
に
、「
3
回
・

10
回
」
な
ど
と
い
う
答
え
が
子
ど
も

た
ち
か
ら
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
噛
む
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
切
か
話

を
す
る
と
、
た
く
さ
ん
噛
ん
で
給
食

を
食
べ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。白
い
ご
は
ん
を
食
べ
る
時
に「
よ

く
噛
ん
で
食
べ
て
ご
ら
ん
」
と
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
達
が
「
あ

ま
ー
い
」
と
楽
し
ん
で
食
べ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
一
口
、
食
べ
物
を
口
に
入
れ
て
噛

み
く
だ
き
、
飲
み
込
む
ま
で
の
噛
む

回
数
は
25
〜
50
回
が
理
想
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
も
噛
む
回
数
を
意
識
し

な
が
ら
、
食
事
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

よ
く
噛
む
こ
と
の
効
果
を
知
ろ
う

今月は、若生保健師です。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
ご
注
意
！

今月は教育委員会
鰍沢小学校が担当です
☎ 22－5361

噛むことの効果
◎ 

肥
満
予
防
…
よ
く
噛
ん

で
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
と

適
量
で
満
腹
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
食
べ
過
ぎ
を

防
ぎ
肥
満
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。

◎ 

む
し
歯
を
防
ぐ
…
だ
液
で

口
の
中
が
き
れ
い
に
な

り
、
む
し
歯
菌
が
活
性
化

し
に
く
く
な
り
ま
す
。

◎ 

消
化
・
吸
収
を
よ
く
す
る

…
食
べ
物
を
細
か
く
噛
み

砕
い
た
り
、
だ
液
と
混
ぜ

合
わ
せ
て
飲
み
込
む
た

め
、
胃
や
腸
で
の
消
化
・

吸
収
が
よ

く
な
り
ま

す
。

◎ 

脳
を
活
発
に
し
て
、
記
憶

力
ア
ッ
プ
…
あ
ご
を
動
か

す
こ
と
で
、
脳
へ
の
血
液

の
流
れ
が
よ
く
な
り
、
脳

機
能
が
高
ま
る
。

「
3
回
・
10
回
…
」
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映画製作ワークショップ上映会
　12 月 21 日
（金）、矢﨑仁司
監督を講師に招
き、 昨 年 7 月
より製作してき
た映画の完成披
露上映会が行わ
れました。

　12 月 21 日（金）、富士川
町民会館にて、高齢者を対象
にした「振り込め詐欺防止教
室」が行われ、鰍沢警察署
員や富士川町住みます芸人
の「ぴっかり高木といしいそ
うたろう」が振り込め詐欺を
テーマにした寸劇などを行い
ました。

芸人×「振り込め詐欺防止」

長谷川悠選手講演会（増穂中）
　1 月 10 日（木）、増穂中学
校にて、「校内読書集会」が行
われ、富士川町出身でサッカー
Jリーグ大宮アルディージャ所
属の長谷川悠選手が講演を行い
ました。講演の最後には長谷川
選手と生徒で校歌を斉唱しまし
た。

塩の華で初売り！
　1 月 1 日（火）、交
流センター「塩の華」
にて、正月の初売りが
行われ、多くの来場者
で賑わいました。
　当日は、つきたてお
餅、みみ、ゆず湯など
が振る舞われました。

平成25年成人式
　1月 5 日（土）、ますほ文化
ホールにて「平成 25年成人式」
が行われ、207 名の新成人が
大人の仲間入りをしました。式
典後、ロンドン五輪陸上女子
400mリレーに出場した佐野夢
加選手による「夢・希望・勇気
～ロンドン五輪を目指して～」
と題した講演が行われました。

中部小「町民と語る会」開催
　12 月 20 日（ 木）、
鰍沢中部小学校にて
「町長と語る会」が開
催され、子供たちから
町長個人についてや、
仕事について質問がさ
れたほか、町へのお願
いが出されました。

年末の事故防止県民運動
　12月19日（水）、
「年末の交通事故
防止県民運動」に
あわせ、町内の道
路で啓発運動が実
施され、ドライ
バーにゆずが配ら
れました。

平成 25. 2 月号　No.35（14）
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自衛官等募集案内

◆南アルプス募集センター　☎ 055－283－5150

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　今村眞喜子様（鰍沢南）
　亡夫の母、松枝様のご意志により、町の福祉のために
一金　　2万円　武川則子様（笛吹市）
　第 5保育所のために
◆ふるさと納税
一金　　20 万円　小瀬木光男様（愛知県）
　「健やかで笑顔があふれるまちづくり」のために
一金　　15 万円　志村司郎様（東京都）
　「ふるさと応援」のために
一金　　10 万円　中込勝子様（東京都）
　「ふるさと応援」のために
一金　　10 万円　志村昌也様（埼玉県）
　「豊かな人材と文化を育むまちづくり」のために
一金　　10 万円　武藤幸様（東京都）
　「豊かな人材と文化を育むまちづくり」他のために
一金　　5万円　内田俊彦様（東京都）
　「ふるさと応援」のために
一金　　5万円　深沢克様（東京都）
　「豊かな人材と文化を育むまちづくり」のために
一金　　5万円　山口ひとみ様（神奈川県）
　「豊かな人材と文化を育むまちづくり」他のために

戸籍の窓
自 12 月 1日　至 12 月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 天 神 中 条 上杉　和奏 （わかな） 女 浩　一
 青　柳　町 笠井　悠愛 （ゆうま） 男 悟

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 天 神 中 条 大熊　清裕 美　香 （ 松 井 ）
 𣇃　　　米 神田　　豊 みゆき （ 遠 ）
 小　　　林 一瀬　直稔 めぐみ （ 中 込 ）
 青　柳　町 米長　祐樹 美　奈 （ 伊 藤 ）
 〃 手塚　裕之 かおり （ 笹 本 ）
 鰍　沢　北 中山　敏和 千　穂 （ 松 森 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 秋山　忠人 76 扶 佐 子
 〃 依田　孝造 89 幹　　男
 〃 鹿　　勝 79 初鹿信一
 𣇃　　　米 野村　昭子 81 相川正己
 長　　　沢 齊藤　佑一 82 伸　　司
 青　柳　町 大木　　忠 80 ⻆ 利尚
 〃 笹本　義夫 80 　　子
 〃 秋山百合子 65 鉃　　男
 〃 小林　良藏 92 和　　良
 鰍　沢　北 石原　利男 89 繁
 鰍　沢　南 今村　松枝 95 眞 子
 中　　　部 野中　藤子 94 武　　彦

ひとのうごき（ 1月 1日現在）
人　口 16,548 人 （－ 34）
　男 8,011 人 （－ 21）
　女 8,537 人 （－ 13）
世　帯 6,288 戸 （－  4） ※ (　)内は対前月比

嘱託職員・臨時職員を募集します
　町では、平成 25 年度の嘱託職員および臨時職員を募集し
ます。
◆職　種 嘱託職員  建設課作業員 2名、教育委員会学校図

書館司書 1名、教育委員会町民会館管
理員 1名、総務課交通指導員 1名、福
祉保健課包括支援センター職員 1名

 臨時職員 教育委員会学校給食調理員 1名
◆資　格 町内在住で、概ね 60歳までの身体健康な方
 （要普通免許）
 ※図書館司書は、司書資格を有する方
 ※ 包括支援センター職員は、社会福祉士もしくは保健

師の資格を有する方（概ね 40 歳まで）。包括支援
センターの経験をある方を優先します。

 ※給食調理員は、経験のある方を優先します。
◆選　考 面接で行います。
◆採　用 平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31日まで
 1 年間（臨時職員は別）
 ※勤務時間、勤務日は職種によって異なります。
◆受　付 2 月 18 日（月）まで
◆申込み 履歴書を役場総務課へ提出してください。
 ※ 図書館司書を希望する場合は、司書資格の写しを提

出してください。
 ※ 包括支援センター職員を希望する場合は、社会福祉

士もしくは保健師資格の写しを提出してください。
◆問い合わせ先
　申込みについて　総務課総務人事担当　☎ 22－7201
　勤務条件についてはそれぞれの課へお問い合わせください。
 建設課☎ 22－7203　教育委員会☎ 22－5361
 総務課☎ 22－7201　福祉保健課☎ 22－7207

人権擁護委員に大森さんが委嘱されました
　1月 1日付で大森きよ子さん（青柳町）が
法務大臣から人権擁護委員の委嘱を受けられ
ました。人権を尊重し、明るい社会を構築す
るため、人権問題などの相談に応じる活動を
行います。

（15）平成 25. 2 月号　No.35



　富士川町住みます芸人であるいしいそうたろうさんとぴっかり高木さんが “いじめ” について講演を行い、
「思いやりを持って友達に接してほしい」と笑いを交えて生徒たちへ語りました。 （12月 19日鰍沢中学校）

3 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

梅宮　俊
とし
貴
き

くん
（ 2歳 10カ月・長沢）
父　和俊さん・母　あゆみさん

杉山　　藍
あい

ちゃん
（ 3歳 1カ月・青柳町）
父　真さん・母　綾子さん

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

伊藤　歩
ある
翔
と

くん
（ 1歳 7カ月・鰍沢南）
父　誠さん・母　まりさん

初鹿野結
ゆ
絆
な

ちゃん
（ 1歳 2カ月・大椚）
父　実さん・母　友梨さん

の わ

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
企
画
課

〒
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電
話
（
0556）
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